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豊田会長は、「名古屋が国内外から人や投資
を惹きつけ、国際的に魅力ある都市圏へ発展して
いくことができるよう、50年、100年先を見据えた
総合的な将来ビジョンをしっかりと示し、愛知県

６月12日（月）、中経連は名古屋市との懇談会を開催し、双方の今年度の事業計画に関する情報共有、意見
交換を行った。名古屋市からは河村市長、新開副市長、堀場副市長、伊東副市長をはじめ12名、中経連
からは豊田会長、柘植副会長、山名副会長をはじめ10名が参加した。懇談概要は以下のとおり。

名古屋市との懇談会

委員会の委員を随時募集しております
世界の潮流、日本の課題を捉え直し、中経連では平成29年度より委員会体制を12委員会に見直しました。わが国
および中部圏の発展に資する経済・産業政策、税制、社会基盤整備等について提言としてまとめ、政府・地方自治
体など関係機関に建議してまいります。
中経連に会員登録されている方は、どなたでも複数の委員会に参加いただくことができます。会員皆様のご意見・ご要望
が委員会提言の重要な要素であり、多くの皆様に奮ってご参加くださいますようお願い申しあげます。

【問い合わせ】
参加手続きについては総務部、委員会の内容については各委員会担当部までお問い合わせください。

TEL 052〈962〉8091

募集を行っている委員会

経済委員会
　　調査部

税制委員会
　　調査部

産業・技術委員会
　　産業振興部

エネルギー・環境委員会
　　産業振興部

イノベーション委員会
　　イノベーション推進部

国際委員会
　　国際部

地域産業活性化委員会
　　企画部

観光委員会
　　企画部

広域連携・地域づくり委員会
　　企画部

社会基盤委員会
　　社会基盤部

企業防災委員会
　　社会基盤部

人材育成委員会
　　企画部

とも連携して取り組んでいただきたい」と述べた。
一方、河村市長は、「当地域のさらなる発展に
向けて中経連とより一層連携を深めていきたい」
と述べられた。
その後、双方の事業計画の説明と自由懇談が
行われた。自由懇談では、名古屋市の事業計画の
説明を受けて、帰宅困難者対応や耐震対策など
防災・減災に資する取り組み、観光資源を有機的
につなぐまちの魅力づくり、名古屋市をはじめとす
る当地域の農水産物のブランド力向上、人材育
成の重要性などについて意見を交わした。

（企画部　岡戸 信之） 


